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・
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― 

池
田
記
念
美
術
館 

所
蔵
「
木
村
毅
旧
蔵
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
関
係
資
料
」
の 

小
野
七
郎
の
書
簡
及
び
『
お
玉
夫
人
回
想
談
』
か
ら 

―

河
上 
眞
理

は
じ
め
に

ラ
グ
ー
ザ
・
玉
（
一
八
六
一
年-

一
九
三
九
年
）
は
旧
名
を
清
原
玉
と
い
い
、
明
治
時
代
か
ら
昭

和
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
（1）
。
明
治
政
府
が
設
立
し
た
工
部
美
術
学
校
の
彫

刻
教
師
と
し
て
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
に
来
日
し
た
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ･

ラ
グ
ー
ザ
（V

in-

cenzo Ragusa, 1841-1927

）
が
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
八
月
に
イ
タ
リ
ア
の
パ
レ
ル
モ
に

帰
郷
す
る
際
に
同
行
し
、
玉
は
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
画
家
と
し
て
活
動
し
た
。
一
八
八
九

年
（
明
治
二
二
年
）
に
は
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
と
結
婚
し
、
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
（Eleonora

）
と
い
う

洗
礼
名
を
得
て
い
る
。
玉
は
五
十
一
年
間
の
滞
在
を
経
て
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
十
月

に
帰
国
し
た
。

半
世
紀
も
の
間
イ
タ
リ
ア
に
暮
ら
し
た
女
性
と
い
う
前
例
の
な
い
人
物
を
主
人
公
と
し
て
、

木
村
毅
（
一
八
九
四-

一
九
七
九
）
は
一
九
三
一
年
に
小
説
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
を
著
し
た
。
木
村

が
小
説
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
ロ
ー
マ
に
在
住
し
て
い
た
小
野
七
郎
と
い
う
人

物
が
パ
レ
ル
モ
の
玉
を
訪
問
し
、
聞
き
書
き
し
た
資
料
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
小
野
に
よ
る
原
資
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
本
稿

は
、
イ
タ
リ
ア
で
の
調
査
及
び
、
池
田
記
念
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
木
村
毅
旧
蔵
ラ
グ
ー
ザ
・

玉
関
係
資
料
」
中
の
小
野
七
郎
の
書
簡
及
び
『
お
玉
夫
人
回
想
談
』
な
ど
に
よ
り
、
イ
タ
リ

ア
時
代
の
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
を
再
検
討
し
、
風
景
画
作
品
や
「
日
本
的
」
な
画
題
の
作
品
の
制

作
経
緯
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
に
つ
い
て
の
既
往
研
究

（
一
）
研
究
書
及
び
論
文

ラ
グ
ー
ザ
・
玉
に
つ
い
て
の
論
考
は
多
数
あ
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
木
村
毅
（2）
及
び
加
地

悦
子
（3）
の
著
作
に
拠
っ
て
い
る
。
児
島
薫
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
近
年
に
な
っ
て
木
村
、
加

地
に
よ
る
創
作
的
解
釈
に
関
す
る
批
判
と
検
証
が
進
み
」、
玉
に
つ
い
て
の
「
研
究
は
新
し
い

段
階
に
入
っ
た
」
と
言
え
る
（4）
。
近
年
の
主
要
な
既
往
研
究
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

児
島
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
イ
タ
リ
ア
文
学
・
民
俗
学
研
究
家
の
竹
山
博
英
は
他
に
先

駆
け
て
現
地
調
査
を
お
こ
な
い
、
木
村
、
加
地
の
著
作
に
欠
け
て
い
た
当
時
の
パ
レ
ル
モ
文

化
の
中
の
玉
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
注
釈
や
参
考

文
献
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
研
究
を
後
続
す
る
に
は
や
や
不
便
で
あ
っ
た
（5）
。
早
川
義

郎
は
木
村
、
加
地
の
著
作
内
容
の
疑
義
を
示
し
（6）
、
そ
の
後
の
研
究
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な

る
。
森
川
緑
は
玉
の
一
八
九
三
年
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
歴
、
一
九
一
〇
年
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際
美
術
展
覧
会
婦
人
部
門
最
高
賞
受
賞
、
そ
の
直
後
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
を
裏
付
け
る
記
録
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
（7）
。

大
内
紀
彦
は
イ
タ
リ
ア
で
の
現
地
調
査
に
お
い
て
、
一
八
九
一-

九
二
年
に
パ
レ
ル
モ
で

開
催
さ
れ
た
全
国
博
覧
会
に
お
い
て
玉
が
「
油
絵
を
出
し
て
一
等
金
牌
を
授
け
ら
れ
ま
し

た
」
（8）
と
い
う
言
説
を
検
証
し
、
玉
が
同
展
覧
会
にEleonora Ragusa

の
名
前
で
油
彩
画
三

点
を
出
品
し
た
こ
と
、
し
か
し
出
品
作
品
の
受
賞
は
無
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（9）
。

玉
が
出
品
し
た
三
点
の
内
の
《
逃
げ
た
鳥
（H

a preso il volo!

）》
は
こ
れ
ま
で
《
小
鳥
》
と

称
さ
れ
紹
介
さ
れ
て
き
た
作
品
で
あ
り
、
他
二
点
は
《
キ
リ
ス
ト
昇
天
祭
の
夜
（La notte 

dell’A
scensione

）》
及
び
《
ヴ
ィ
ッ
ラ
・
ジ
ュ
リ
ア
（V

illa Giulia

）》
だ
っ
た
（10）
。

ま
た
、
大
内
は
同
博
覧
会
の
「
教
育
・
教
授
部
門
」
に
お
い
て
玉
がEleonora Ragusa

の
名
前
で
「
刺
繍
芸
術
及
び
刺
繍
技
術
を
駆
使
し
た
基
礎
的
な
製
図
法
と
彩
色
法
に
つ
い
て

の
教
授
法
」
を
特
色
と
し
た
教
育
を
行
う
教
育
者
と
し
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
、
ま
た
「
専

門
学
校
分
野
」
に
お
い
て
ラ
グ
ー
ザ
が
創
設
し
た
工
芸
学
校
が
金
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

（
二
）
展
覧
会
歴

玉
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
玉
の
帰
国
前
の
一
九
三
一
年
二
月
、
東
京
の
松
屋
及
び
大
阪

の
白
木
屋
に
て
「
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
主
と
し
て
生
家
に
残
れ
る
渡
欧

前
の
画
稿
」
が
展
示
さ
れ
た
（11）
。
こ
の
展
覧
会
は
同
年
一
月
六
日
か
ら
開
始
し
た
『
東
京
日

日
新
聞
』
及
び
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
紙
上
の
木
村
毅
に
よ
る
小
説
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』

が
連
載
さ
れ
て
い
る
最
中
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
企
画
し
た
の
は
毎
日
新
聞
学
芸
部
員
の

高
信
喜
代
松
だ
っ
た
と
い
う
（12）
。

一
九
三
三
年
一
〇
月
二
二
日
、
玉
は
神
戸
に
、
そ
し
て
二
六
日
に
は
横
浜
に
到
着
し
た
。
帰
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国
の
翌
月
一
三
日
か
ら
二
二
日
ま
で
（13）
銀
座
伊
東
屋
で
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
夫
人
絵
画
展
覧

会
』
（14）
が
開
催
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
時
代
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
四
月
六
日
に

逝
去
し
た
後
、
同
年
五
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
日
本
橋
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
『
ラ
グ
ー

ザ
お
玉
夫
人
遺
作
展
覧
会
』
（15）
で
は
油
彩
画
一
〇
二
点
、
水
彩
画
六
八
点
、
東
京
美
術
学
校

に
寄
贈
し
た
作
品
数
点
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
時
代
の
作
品
に
加
え
て
、
帰
国
後
訪
れ
た
軽
井
沢

や
京
都
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
に
は
「
没
後
一
〇
年
記

念
展
覧
会
」
が
東
京
及
び
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
（16）
と
の
こ
と
だ
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
五
月
一
〇
日
か
ら
二
八
日
ま
で
、
丸
の
内
画
廊
で
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
展 

― 

近

代
日
本
美
術
の
源
流
を
探
る 
―
』
（17）
が
開
催
さ
れ
、
油
彩
画
二
二
点
、
水
彩
画
六
〇
点
が
展

示
さ
れ
た
。
後
者
に
は
現
在
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
《
古
器
物
写
生
画
》

二
二
点
も
含
ま
れ
て
い
る
。
玉
が
イ
タ
リ
ア
へ
渡
る
以
前
に
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
と
京
都
へ

出
掛
け
た
旅
の
途
中
に
描
い
た
作
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
た
よ
う
だ
。

一
九
八
六
年
九
月
一
二
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
小
田
急
新
宿
店
グ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
皮

切
り
に
、
香
川
県
文
化
会
館
、
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
、
名
古
屋
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
バ
ン
に
巡

回
し
た
『
ラ
グ
ー
ザ
玉
展
』
は
美
術
史
家
の
岩
崎
吉
一
に
よ
っ
て
監
修
さ
れ
た
本
格
的
な
展

覧
会
だ
っ
た
（18）
。
そ
の
後
、
玉
の
画
業
全
体
を
振
り
返
る
大
規
模
な
展
覧
会
は
日
本
で
は
開

催
さ
れ
て
い
な
い
。

二
〇
二
〇
年
一
二
月
五
日
か
ら
二
二
日
ま
で
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
池
田
記
念
美
術
館
に
お

い
て
『
池
田
記
念
美
術
館
収
蔵
品
展
』
が
開
催
さ
れ
、
玉
の
渡
伊
以
前
か
ら
帰
国
後
ま
で
の

作
品
四
〇
点
及
び
関
係
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
木
村
毅
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
一

九
三
九
年
に
改
造
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
木
村
毅
編
の
『
ラ
グ
ー
ザ
玉
自
叙
伝
』
は
、
一
九
八

〇
年
に
恒
文
社
か
ら
再
版
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
縁
に
よ
り
、
恒
文
社
の
創
業
者
で
あ
る
池
田

恒
雄
（
一
九
一
一-

二
〇
〇
二
）
の
名
前
を
冠
し
た
美
術
館
に
、
木
村
旧
蔵
の
玉
の
作
品
及
び
関
係

資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（19）
。

一
方
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
も
二
十
世
紀
末
か
ら
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
、
多

く
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（20）
。
そ
の
一
人
で
あ
る
マ
リ
ア
・
ア
ン
ト
ニ
エ
ッ
タ
・
ス
パ

ダ
ー
ロ
が
監
修
し
、
二
〇
一
七
年
五
月
一
二
日
か
ら
七
月
二
八
日
ま
で
、
パ
レ
ル
モ
市
サ
ン
・

テ
ー
リ
ア
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
『
お
玉
と
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ラ
グ
ー
ザ　

東
京･

パ
レ
ル
モ
間
の
橋
（O

’T
am

a e V
incenzo Ragusa. U

n ponte tra T
okyo e Palerm

o

）』
で
は
、
パ
レ

ル
モ
を
中
心
に
イ
タ
リ
ア
各
地
に
残
る
玉
の
油
彩
画
、
水
彩
画
、
工
芸
的
な
作
品
な
ど
が
一

堂
に
展
示
さ
れ
（21）
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
た
（22）
。
絵
画
教
師
と
し
て
の
玉
が
素
点
を
記

入
し
た
生
徒
作
品
も
展
示
さ
れ
、
画
家
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
教
師
と
し
て
の
活
動
が
初
め

て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

さ
ら
に
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日
か
ら
四
月
六
日
ま
で
パ
レ
ル
モ
市
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
レ
ア
ー

レ
に
お
い
て
『
お
玉 

様
式
の
変
遷
（O

’T
am

a. M
igrazione di stili

）』
が
開
催
さ
れ
、
パ
レ
ル
モ

市
の
「
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ･

ラ
グ
ー
ザ
、
お
玉
清
原
」
国
立
美
術
高
校
に
残
る
、
玉
の
水

彩
に
よ
る
植
物
画
や
動
物
画
、《
古
器
物
写
生
画
》
の
他
、
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
が
将
来
し
た

金
皮
紙
、
漆
器
、
陶
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
（23）
。
同
校
は
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
が
構
想
し
た

私
設
の
学
校
を
起
源
と
し
、
形
態
や
名
称
の
変
更
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
（24）
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
玉
に
つ
い
て
の
研
究
は
特
に
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
近
年
大
き
く

進
展
し
て
き
て
い
る
。

二
、
一
八
八
三
年
五
月
パ
レ
ル
モ
に
お
け
る
ラ
グ
ー
ザ
・
玉

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
玉
が
イ
タ
リ
ア
へ
渡
っ
た
の
か
。
工
部
美
術
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た

ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
が
、
故
郷
パ
レ
ル
モ
に
日
本
の
工
芸
美
術
に
見
ら
れ
る
技
術
を
教
育
す

る
学
校
を
設
立
す
る
計
画
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
学
校
の
教
師
と
し
て
玉
、
姉
の
千
代
、
そ

の
夫
の
英
之
助
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
彼
ら
は
同
行
し
た
の
だ
っ
た
。
一
八
八
二
年
八
月
一

二
日
東
京
に
お
い
て
な
さ
れ
た
「
伊
太
利
国
人
ラ
グ
ウ
サ
氏
ト
日
本
人
清
原
タ
マ
」
と
の
契

約
書
を
見
て
み
よ
う
（25）
。

清
原
タ
マ
ハ
、
東
京
ヨ
リ
伊
太
利
国
ハ
ル（
マ
マ
）リ
モ
又
ハ
ラ
グ
ウ
サ
氏
都
合
ニ
ヨ
リ
他
街

ヘ
随
行
シ
、
同
氏
ノ
雇
人
ト
ナ
リ
、
水
画
と
蒔
絵
を
教
授
ス
。
同
市
ニ
於
テ
ラ
グ
ウ
サ

氏
ノ
為
ニ
、
著
之
日
ヨ
リ
三
年
間
毎
日
九
時
間
ノ
業
ヲ
勉
励
候
事
（
後
略
）

玉
は
「
水
画
と
蒔
絵
」
の
教
育
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
へ
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
契
約
日
か
ら

三
年
間
の
契
約
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
契
約
は
一
八
八
五
年
八
月
に
は
契
約
は
満
了
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
パ
レ
ル
モ
へ
渡
っ
た
後
、
玉
は
パ
レ
ル
モ
大
学
に
お
い
て
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・

ロ
・
フ
ォ
ル
テ
（Salvatore Lo Forte, 1807-1885

）
（26）
に
就
い
て
西
洋
画
を
学
び
、
夜
学
で
イ
タ

リ
ア
語
の
習
得
に
も
励
ん
だ
が
（27）
、
そ
れ
は
「
毎
日
九
時
間
ノ
業
ヲ
勉
励
」
と
い
う
契
約
内

容
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

玉
は
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
と
出
逢
う
以
前
か
ら
日
本
画
を
学
び
、「
永
寿
」
の
号
を
得
る
ほ

ど
の
腕
前
が
あ
っ
た
（28）
。
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
《
古
器
物
写
生

29
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画
》
二
二
点
、「
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ･

ラ
グ
ー
ザ
、
お
玉
清
原
」
国
立
美
術
高
校
に
残
る
三

一
点
（29）
は
、
渡
伊
以
前
の
玉
の
正
確
な
観
察
眼
と
技
量
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヴ
ィ

ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
と
出
逢
い
、
西
洋
画
法
を
学
ん
だ
成
果
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
油
彩

画
や
水
彩
画
に
よ
る
多
数
の
作
品
を
残
す
画
家
と
な
る
が
、
パ
レ
ル
モ
へ
渡
っ
て
一
年
も
経

ず
し
て
、
玉
の
水
彩
画
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

現
在
も
発
行
が
続
く
『
ジ
ョ
ル
ナ
ー
レ
・
デ
ィ
・
シ
チ
リ
ア
』
紙
の
一
八
八
三
年
五
月
一

一
日
の
「
美
術
と
美
術
家
」
と
い
う
記
事
（30）
に
お
い
て
、「
若
い
美
術
家
お
玉
は
大
き
な
布
に

水
彩
画
で
、
日
本
の
伝
統
に
拠
っ
た
、
地
上
へ
の
人
の
到
来
と
い
う
創
造
の
物
語
を
描
い
た
」

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
帝
（
皇
帝
）
は
こ
の
人
の
後
裔
で
あ
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
作

品
の
テ
ー
マ
は
天
地
開
闢
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
作
品
の
存
否
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
（31）
。

記
事
に
は
「
た
だ
窓
に
掛
け
る
短
い
カ
ー
テ
ン
と
し
て
、
馬
鹿
げ
た
野
望
や
自
惚
れ
無
し

に
、
数
日
間
で
こ
の
絵
画
が
描
か
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
作
品
を
評
価

し
て
い
る
の
で
、
良
識
を
も
っ
て
注
文
主
が
よ
り
適
切
な
慣
例
に
従
っ
て
作
品
が
掛
け
ら
れ

る
こ
と
を
私
た
ち
は
願
っ
て
い
る
」
（32）
と
あ
る
。
作
品
は
玉
が
注
文
を
受
け
て
、
窓
に
掛
け

る
た
め
に
薄
い
布
地
に
水
彩
で
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
美
点
を
考
慮
し
つ

つ
も
、
色
彩
は
や
や
味
気
な
い
色
調
や
あ
る
種
の
一
本
調
子
の
中
間
色
の
せ
い
で
申
し
分
な

い
と
は
言
え
な
い
、
と
人
は
指
摘
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
主
題
や
手

法
の
難
し
さ
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
や
、
玉
に
は
西
洋
に
お
け
る
ア
カ
デ

ミ
ー
教
育
が
欠
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
玉
は
「
た
だ
芸
術
家
魂
を
も
っ
て

い
る
の
で
構
想
し
描
く
の
だ
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
（33）
。

西
洋
の
伝
統
と
は
異
な
る
日
本
の
主
題
と
技
法
の
作
品
を
目
の
当
た
り
に
し
、
賞
賛
し
つ

つ
も
異
質
の
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ･
ロ
・

フ
ォ
ル
テ
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
絵
画
教
育
を
受
け
て
間
も
な
い
一
八
八
三
年
五
月
の
時
点

で
は
、
玉
の
学
び
の
成
果
が
十
分
に
は
発
揮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る

い
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
ロ
・
フ
ォ
ル
テ
に
入
門
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
記
事
は
玉
が
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
最
も
早
い
例
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。

三
、
木
村
毅
の
小
説
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』

（
一
）「
実
話
小
説
」
と
し
て
の
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』

木
村
毅
執
筆
の
小
説
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
は
一
九
三
一
年
一
月
六
日
か
ら
『
東
京
日
日
新

聞
』
及
び
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
で
の
連
載
が
始
ま
り
、
同
年
四
月
一
一
日
に
通
算
第
八

〇
話
で
終
了
し
た
。
木
村
荘
八
に
よ
る
魅
力
的
な
挿
絵
も
あ
り
、
一
般
の
関
心
を
か
き
立
て

た
だ
ろ
う
。
早
く
も
同
年
五
月
一
日
に
は
千
倉
書
房
か
ら
同
名
タ
イ
ト
ル
で
単
行
本
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。

巻
末
に
は
「
附
録
」
と
し
て
、
木
村
毅
に
よ
る
「
実
話
文
学
宣
言
（『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
を
連
載

す
る
に
際
し
て
）」
（34）
、「
再
び
実
話
文
学
を
語
る
」
（35）
、「
実
話
文
学
と
歴
史
の
境
界
」
（36）
、
木
村

荘
八
に
よ
る
「
実
話
と
挿
画
」
（37）
、
ロ
ー
マ
在
住
の
小
野
七
郎
に
よ
る
「
お
玉
夫
人
訪
問
記
」
（38）

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

言
語
学
者
の
新
村
出
は
『
東
京
日
日
新
聞
』
で
連
載
の
予
告
を
見
た
時
に
「
無
上
の
喜
悦
」

を
感
じ
、
連
載
が
始
ま
る
と
「
夕
刊
の
切
抜
き
張
込
み
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
」「
や
が
て

単
行
本
に
な
つ
て
現
は
れ
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
か
う
も
早
く
刊
行
さ
れ

よ
う
と
は
夢
に
も
想
は
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（39）
。
単
行
本
刊
行
が
異
例
の
早
さ
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
事
実
小
説
」
と
は
、
木
村
が
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
と
い
う
小
説
に
お
い
て
意
図
し
た
方
法

で
あ
る
。
木
村
に
と
っ
て
の
実
話
文
学
と
は
「
歴
史
の
や
う
に
き
つ
ち
り
と
、
史
実
で
な
け

れ
ば
書
い
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
ふ
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
随
て
或
る
程
度
ま

で
は
空
想
を
加
へ
て
も
か
ま
は
な
い
」
（40）
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
小
説
執
筆
の
材
料
を
得
て
、

ど
の
位
の
程
度
ま
で
は
空
想
し
て
書
い
て
も
か
ま
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
程
度

の
高
低
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
説
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
を
読
ん
だ
玉
が
事
実
と
は
異

な
る
と
指
摘
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

青
木
茂
は
、
幸
田
露
伴
や
森
鷗
外
な
ど
の
史
伝
小
説
、
杉
浦
明
平
な
ど
に
よ
る
記
録
文
学
・

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
学
が
「
実
話
文
学
」
の
先
行
作
品
と
し
て
あ
る
も
の
の
、「
主
人
公
が
生

存
し
て
い
て
同
時
進
行
的
に
作
者
が
出
没
し
、
客
観
的
な
記
録
と
作
者
の
創
意
が
交
錯
す
る

「
小
説
」
は
こ
の
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
を
措お

い
て
あ
ま
り
例
が
な
い
」
と
述
べ
、
こ
の
小
説
の

特
異
さ
を
指
摘
し
て
い
る
（41）
。

（
二
）
木
村
毅
に
よ
る
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
の
発
見

木
村
毅
が
小
説
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
小

30
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説
の
第
一
話
に
あ
る
程
度
記
さ
れ
て
い
る
（42）
。
一
九
三
〇
年
の
春
、
木
村
は
イ
タ
リ
ア
を
旅

し
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
ピ
サ
を
経
由
し
て
、「
小
さ
な
田
舎
町
」
の
エ
ン
ポ
リ
を
訪
問
し
た
。

「
同
地
在
住
の
カ
ス
テ
ラ
ニ
と
い
ふ
日
本
語
学
者
と
し
て
聞
こ
え
た
教
授
へ
の
紹
介
状
を
持
っ

て
ゐ
た
か
ら
」
だ
っ
た
。
教
授
に
は
会
え
な
か
っ
た
が
、
弟
の
家
に
招
か
れ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
壁
に
掛
か
っ
て
い
た
写
真
版
の
絵
に
よ
っ
て
、「
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
な
る
画
家
の
存
在
を
私
が

知
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
絵
は
《
宵
》
と
題
す
る
絵
だ
っ
た
と
い
う
。

木
村
が
カ
ス
テ
ラ
ニ
氏
に
画
家
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
オ
タ
マ
・
エ
レ
オ
ノ
ラ
・
ラ
グ
ー

ザ
」
と
い
う
「
日
本
の
婦
人
」
で
、
著
名
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
さ
れ
た
。
住
ま
い
は
ロ
ー
マ

で
は
な
い
か
教
え
ら
れ
た
の
で
、
木
村
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
行
き
を
後
回
し
に
し
ロ
ー
マ
へ
向

か
っ
た
。
そ
れ
は
「
一
九
三
〇
年
三
月
三
十
一
日
」
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

以
上
は
小
説
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
史
実
で
は
な
く
脚
色
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

多
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
木
村
は
「
実
話
小
説
」
と
し
て
記
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

木
村
が
写
真
作
品
で
見
た
と
記
し
て
い
る
《
宵
》
は
、
玉
が
帰
国
の
際
に
持
ち
帰
り
、
東

京
美
術
学
校
に
寄
贈
し
、
現
在
で
は
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
（43）

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
に
は
玉
の
あ
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

第
二
話
の
前
半
は
玉
を
追
っ
て
た
ど
り
着
い
た
木
村
の
ロ
ー
マ
滞
在
記
で
あ
る
（44）
。
ロ
ー

マ
到
着
後
、
木
村
は
日
本
大
使
館
を
訪
れ
、
玉
の
消
息
を
尋
ね
る
と
、
シ
チ
リ
ア
島
の
パ
レ

ル
モ
在
住
で
あ
る
こ
と
、「
戸
籍
の
こ
と
か
何
か
の
用
事
で
つ
い
四
五
日
前
羅
馬
に
来
て
、
こ

の
大
使
館
へ
も
顔
を
見
せ
た
の
で
す
が
ね
。
― 

さ
あ
、
訪
ね
て
行
っ
て
み
た
所
で
、
も
う
日

本
語
を
忘
れ
て
了
っ
て
、
伊
太
利
語
し
か
話
せ
ま
せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
る
。
木
村
は
「
伊
太

利
語
し
か
話
せ
な
く
な
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
は
、
折
角
い
き
ほ
ひ
込
ん
だ
私
の
意
気
込
み
に
、

水
を
さ
し
た
や
う
な
も
の
だ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

確
か
に
玉
は
在
ロ
ー
マ
日
本
大
使
館
を
訪
ね
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
九
三
〇
年
の
こ
と
で

は
な
く
、
一
九
二
七
年
の
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
の
死
後
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
後

述
す
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
語
し
か
話
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ

タ
リ
ア
語
し
か
話
せ
な
い
、
日
本
語
を
完
全
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
日
本
女
性
と
い
う
小
説
の

主
人
公
の
設
定
は
、
大
衆
の
関
心
を
か
き
立
て
る
の
に
好
都
合
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
虚
実
を

取
り
混
ぜ
て
語
ら
れ
た
「
実
話
小
説
」
と
し
て
の
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
の
そ
の
後
の
影
響
は

大
き
く
、
木
村
の
創
作
が
放
っ
た
矢
の
根
深
さ
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同
書
は

ラ
グ
ー
ザ
玉
を
画
家
と
し
て
研
究
す
る
際
の
情
報
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
年
検
証
が
進
ん

で
い
る
と
は
い
え
、
研
究
上
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

木
村
が
玉
の
存
在
を
知
り
、
興
味
を
抱
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
マ
で

は
諸
用
に
よ
り
一
週
間
滞
在
の
予
定
が
三
週
間
に
な
り
、
財
布
の
底
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
、「
シ
シ
リ
イ
島
に
は
最
後
ま
で
未
練
を
残
し
つ
ゝ
も
、
遂
に
羅
馬
を
ひ
き
揚
げ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
い
う
（45）
。
木
村
は
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
玉
に
会
う
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
後
に
は
帰
国
し
、
七
月
の
明
治
文
化
研
究
会
例
会
に
お
い

て
滞
欧
中
の
見
聞
の
資
料
を
報
告
し
、
玉
婦
人
の
話
に
及
ぶ
と
、「
列
席
の
会
員
諸
君
が
み
ん

な
異
常
な
興
味
を
寄
せ
て
傾
聴
し
て
く
れ
た
」
（46）
と
い
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
木
村
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
時
期
と
一
九
三
〇
年
七
月
に
は
帰
国
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
翌
月
に
は
「
お
玉
さ
ん
を
一
つ
大
い
に
世
に
紹
介
し
よ
う
と
い

う
相
談
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
（47）
。

小
説
だ
け
を
読
む
と
恰
も
木
村
が
玉
を
見
出
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
凡
そ
一
〇
年

前
に
は
東
京
美
術
学
校
教
授
の
畑
正
吉
が
パ
レ
ル
モ
で
玉
に
面
会
し
て
い
る
（48）
。
ま
た
、
一

九
一
五
年
に
ナ
ポ
リ
王
立
東
洋
学
院
（
現
、
ナ
ポ
リ
東
洋
大
学
）
の
日
本
語
講
師
就
任
後
、
イ
タ

リ
ア
に
暮
ら
し
続
け
た
下
位
春
吉
（49）
は
早
い
段
階
で
玉
の
存
在
を
聞
き
知
っ
て
い
た
と
想
像

さ
れ
る
。

一
九
三
〇
年
八
月
、
木
村
は
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
誌
に
「
続
き
物
を
書
く
事
に
な
っ
て
、
当

時
そ
の
係
だ
っ
た
新
妻
莞
氏
か
ら
某
料
亭
へ
招
待
を
受
け
」、
画
家
の
木
村
荘
八
と
高
信
喜
代

松
が
同
席
し
た
と
い
う
（50）
。
新
妻
は
当
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
学
芸
部
長
で
、『
ラ
グ
ー
ザ
お

玉
』
の
同
紙
掲
載
を
確
約
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
資
料
の
蒐
集
に
お
い
て
も
便
宜
を
図
っ
た

と
い
う
。
高
信
も
同
紙
の
学
芸
部
員
で
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
し
た
と
い

う
。
そ
の
席
上
で
、
玉
の
思
い
出
話
を
取
り
寄
せ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
木
村
の

「
友
人
」
で
ロ
ー
マ
在
住
の
小
野
七
郎
に
「
パ
レ
ル
モ
ま
で
行
っ
て
お
玉
さ
ん
の
回
顧
談
を
き

い
て
、
そ
れ
を
邦
訳
し
て
送
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ん
だ
」
と
い
う
。
こ
の
時
点
で
は
「
こ

の
執
筆
者
は
私
と
は
き
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
と
木
村
は
記
し
て
い
る
（51）
。

四
、�
池
田
記
念
美
術
館
所
蔵
「
木
村
毅
旧
蔵
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
関
係
資
料
」
の
小
野
七

郎
の
書
簡
及
び
『
お
玉
夫
人
回
想
談
』

『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
に
は
、
玉
の
聞
き
取
り
調
査
の
依
頼
を
受
け
た
小
野
七
郎
が
「
丸
一
週

間
パ
レ
ル
モ
市
に
滞
在
し
て
、
夫
人
の
記
憶
に
浮
び
得
る
限
り
の
事
は
克
明
に
ノ
ー
ト
を
取
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り
更
に
ラ
グ
ー
ザ
及
び
彼
女
の
諸
作
品
を
初
め
、
当
時
を
し
の
ぶ
多
く
の
遺
品
の
写
真
に
と

つ
た
の
と
一
緒
に
送
っ
て
く
れ
た
」
と
あ
り
、
包
み
に
は
玉
が
小
学
校
時
代
に
使
用
し
た
教

科
書
や
、
筆
写
し
た
読
本
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（52）
。
こ
れ
ら
の
貴
重
資

料
が
池
田
記
念
美
術
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
に
研
究
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
。
一
先
ず
こ
れ
を
「
木
村
毅
旧
蔵
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
関
係
資
料
」
と
呼
び
、
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
こ
で
は
、
小
野
が
送
っ
た
「
ノ
ー
ト
」
と
考
え
ら
れ
る
、
小
野
直
筆
の
『
お
玉
夫
人
回

想
談
』
及
び
、
こ
れ
に
添
付
さ
れ
た
小
野
発
木
村
毅
宛
て
書
簡
を
検
討
し
た
い
。
書
簡
、『
お

玉
夫
人
回
想
談
』
の
順
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
一
）
小
野
七
郎
と
は

小
野
七
郎
の
人
物
像
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
小
説
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
に
お
い
て
、

「
小
野
君
は
早
稲
田
の
文
科
を
中
途
に
退
学
し
て
か
の
地
に
渡
り
、
今
は
未
来
派
の
詩
人
マ
リ

ネ
ッ
チ
に
師
事
し
て
、
そ
の
運
動
の
メ
ン
バ
ア
と
な
り
つ
ゝ
伊
太
利
語
て
詩
作
を
発
表
し
て

ゐ
る
青
年
芸
術
家
で
あ
る
。
よ
く
私
の
依
頼
の
旨
を
体
（
マ
マ
）し
て
、
す
ぐ
羅
馬
か
ら
シ
シ
リ
イ
へ

渡
っ
て
く
れ
た
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（53）
。

大
内
紀
彦
に
よ
る
と
、
小
野
七
郎
は
早
稲
田
大
学
を
中
退
し
、
下
位
春
吉
を
慕
っ
て
イ
タ

リ
ア
留
学
を
決
意
し
た
人
物
で
当
時
は
ロ
ー
マ
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
だ
っ
た
と
い
う
（54）
。
小

野
の
娘
の
紀
美
子
は
父
に
つ
い
て
、「
当
時
二
三
歳
、
ロ
ー
マ
大
学
の
留
学
生
で
、
語
学
力
を

買
わ
れ
て
毎
日
新
聞
の
嘱
託
を
し
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
（55）
。
共
に
早
稲
田
大
学
で
学
ん

だ
と
は
い
え
、
一
八
九
四
年
生
ま
れ
の
木
村
と
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
と
考
え
ら
れ
る
小
野
と

は
一
回
り
程
の
年
齢
差
が
あ
り
、
当
時
の
感
覚
か
ら
す
る
と
「
友
人
」
と
い
う
よ
り
も
「
先

輩
・
後
輩
」
や
「
知
人
」
と
い
う
関
係
だ
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
大
内
は
取
材

を
介
し
て
面
識
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
（56）
。

さ
て
、
小
野
が
パ
レ
ル
モ
の
玉
を
訪
ね
、
思
い
出
話
し
を
聞
き
出
す
の
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
が
、
し
か
し
「
そ
の
功
に
依
っ
て
、
後
に
大
毎
の
ロ
ー
マ
通
信
員
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
勝
ち

得
た
」
と
木
村
は
記
し
て
い
る
（57）
。
実
際
、
小
野
は
『
大
阪
毎
日
新
聞
』、『
東
京
日
日
新
聞
』

の
特
派
員
を
務
め
な
が
ら
ロ
ー
マ
滞
在
を
続
け
、
一
九
三
三
年
に
は
下
位
一
家
と
共
に
帰
国

し
、
下
位
春
吉
の
娘
桃
代
と
結
婚
し
、
一
九
三
七
年
に
は
東
京
日
日
新
聞
ロ
ー
マ
支
局
長
の

任
に
就
き
、
再
び
家
族
を
連
れ
て
イ
タ
リ
ア
へ
趣
い
た
と
い
う
（58）
。
上
述
の
紀
美
子
は
小
野

と
桃
代
と
の
間
に
誕
生
し
、「
晩
年
の
お
玉
さ
ん
が
描
い
た
花
の
絵
が
、
油
絵
と
水
彩
画
と
二

枚
」
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
（59）
。

（
二
）
小
野
七
郎
発
木
村
毅
宛
て
書
簡

便
箋
三
枚
と
封
筒
か
ら
成
る
小
野
七
郎
発
木
村
毅
宛
て
の
書
簡
は
、
全
て
小
野
の
手
書
き

で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
本
稿
末
に
「
資
料
」
と
し
て
便
箋
三
枚
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。

封
筒
の
表
に
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「Gll.m

o Sig. K
i K

im
ura / T

okio / Giappone

」、
つ

ま
り
「
日
本
／
東
京
／
木
村
毅
様
」、
左
端
に
縦
書
き
で
「
東
京
市
外
西
大
久
保
四
七
／
木
村

毅
様
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
切
手
は
切
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
横
に
円
形
の
消
印
が
あ

り
、
外
側
に
「RO

M
A

 FERRO
V

IA

」
つ
ま
り
「
ロ
ー
マ
、
鉄
道
」、
中
央
に
「14-15

」

「8. X
 30 V

III

」
と
あ
る
。「14-15

」
は
時
間
帯
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「8. X

 30

」

は
「（
一
九
）
三
〇
年
一
〇
月
八
日
」
を
、
ロ
ー
マ
数
字
の
「V

III

」
は
「
フ
ァ
シ
ス
ト
紀
元

八
年
」
を
意
味
す
る
。

便
箋
に
は
日
付
が
無
い
が
、
小
野
が
玉
を
訪
ね
た
の
は
「
昭
和
五
年
の
九
月
」
だ
っ
た
（60）
。

取
材
が
終
わ
っ
た
後
、
玉
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
は
ず
の
写
真
を
待
っ
て
い
た
が
届
か
な
い
の

で
投
函
し
た
と
判
断
で
き
る
。

封
筒
の
裏
に
は
「
小
野
七
郎/ V

ia E. Q
. V

isconti 77 / 

（RO
M

A

）」
と
あ
り
、
小
野
が

ロ
ー
マ
市
の
エ
ン
ニ
オ
・
ク
イ
リ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
イ
ス
コ
ン
テ
ィ
通
り
七
七
番
に
滞
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
は
下
位
春
吉
一
家
の
住
ま
い
が
あ
り
（61）
、
小
野
が
下
位
宅
に
寄
宿

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
野
は
「
原
稿
は
貴
方
の
仰
せ
と
少
し
違
ひ
ま
す
が
、
全
部
お
玉
さ
ん
の
口
話
を
速
記
体

の
文
に
し
た
、
な
ぐ
り
書
き
で
す
。
推
敲
も
、
何
も
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
く
ま
で
お
玉

さ
ん
の
言
葉
を
尊
重
し
て
、
そ
れ
を
出
来
る
丈
正
直
に
書
い
て
置
き
ま
し
た
」
と
記
し
て
い

る
。「

原
稿
」
と
は
後
述
す
る
小
野
直
筆
の
『
お
玉
夫
人
回
想
談
』
を
指
し
て
い
る
。「
貴
方
の

仰
せ
と
少
し
違
ひ
ま
す
が
、
全
部
お
玉
さ
ん
の
口
話
を
速
記
体
の
文
に
し
た
」
と
あ
り
、
玉

が
日
本
語
を
話
さ
な
い
、
も
し
く
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
先
に
得
て
い
た
情

報
と
は
異
な
り
、
玉
が
話
し
た
日
本
語
を
速
記
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
長
く
イ
タ

リ
ア
滞
在
を
続
け
る
中
で
、
漢
字
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
日
本
語
の

言
葉
が
口
か
ら
出
て
来
な
い
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
小
野
が
訪
問
し
た
時
に
は

玉
が
日
本
語
を
話
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
証
言
で
あ
る
。

竹
山
は
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
自
叙
伝
』
を
、「
お
も
し
ろ
く
読
ん
だ
が
」「
当
時
の
パ
レ
ル
モ
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の
文
化
を
ど
の
よ
う
に
見
て
、
何
を
考
え
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
語
っ
て
い
な

く
て
、
欲
求
不
満
の
部
分
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
（62）
、
そ
の
理
由
と
な
る

こ
と
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

材
料
が
希
薄
か
と
も
疑
念
し
て
ゐ
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
や
っ
て
見
て
こ
れ
丈
し
か

材
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
っ
て
も
そ
れ
は
日
本
及
び
日
本
人
に
い
さ
さ
か
の
興
味
も
な

い
、
伊
太
利
の
雑
感
が
多
く
て
、
そ
の
取
捨
が
困
り
ま
し
た
が
、
と
も
か
く
日
本
に
関

す
る
も
の
だ
け
を
選
び
ま
し
た
。

「
と
も
か
く
日
本
に
関
す
る
も
の
だ
け
」
が
書
き
留
め
ら
れ
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
野
は
「
全
部
お
玉
さ
ん
の
口
話
」
と
記
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。「
日
本
及
び
日
本
人
に
い
さ
さ
か
の
興
味
も
な
い
、
伊
太
利
の
雑

感
」
が
詳
細
に
筆
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
当
時
の
パ
レ
ル
モ
に
生
き
た
玉
を
も
っ
と
知
る
手
が

か
り
な
っ
た
は
ず
だ
。

小
説
に
お
い
て
も
自
叙
伝
に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
二
七
年
の
ヴ
ィ
ン
チ
ェ

ン
ツ
ォ
の
死
後
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
、
玉
が
ロ
ー
マ
の
日
本
大
使
館
に
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、

イ
タ
リ
ア
人
と
結
婚
し
た
の
だ
か
ら
も
う
日
本
人
で
は
な
い
と
、
そ
し
て
「A

ndate via

帰

へ
れ
ッ
」
と
館
員
か
ら
言
わ
れ
た
「
事
件
」
は
玉
の
心
に
影
を
さ
し
た
（63）
。
そ
の
た
め
か
、

「
ロ
ー
マ
か
ら
前
に
打
合
は
せ
を
し
た
時
に
は
喜
ん
で
承
諾
し
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
野

が
悲
観
す
る
ほ
ど
最
初
の
二
三
日
は
玉
が
何
も
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
苦
労
が
明
か
さ
れ
て

い
る
。
が
、
こ
の
こ
と
は
小
野
の
『
お
玉
夫
人
訪
問
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（64）
。

書
簡
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
玉
の
様
子
の
一
端
や
、
後
述
の
『
お

玉
夫
人
回
想
談
』
筆
記
に
あ
た
っ
て
内
容
の
取
捨
選
択
が
為
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

（
三
）
小
野
七
郎
直
筆
の
『
お
玉
夫
人
回
想
談
』

本
資
料
は
表
紙
に
「
お
玉
夫
人
回
想
談
（
要
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
池
田
記
念
美
術
館

で
の
資
料
名
は
『
お
玉
夫
人
回
想
談
』
で
あ
る
た
め
本
稿
の
呼
称
も
こ
れ
に
従
う
。
紐
で
綴

じ
ら
れ
た
厚
さ
一
五
ミ
リ
程
の
小
野
七
郎
が
直
筆
し
た
資
料
で
、「
雑
録
」
と
「
小
野
七
郎
採

訪
／
第
二
巻
／
『
お
玉
、
ラ
グ
ー
サ
』
夫
人
の
直
話
（
以
下
「
回
想
談
」）」
か
ら
成
る
。
赤
字
で

「
第
二
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

「
回
想
談
」
は
一
頁
か
ら
一
七
六
頁
ま
で
あ
り
、
赤
字
で
ノ
ン
ブ
ル
が
算
用
数
字
で
記
さ
れ
て

い
る
。

小
野
が
「
全
部
お
玉
さ
ん
の
口
話
を
速
記
体
の
文
に
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
同
じ

話
題
の
繰
り
返
し
も
見
ら
れ
る
。「
回
想
談
」
の
内
容
は
、
確
か
に
木
村
毅
の
小
説
や
自
叙
伝

に
生
か
さ
れ
て
い
る
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
小
野
の
文
章
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
に
使
わ
れ

て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
小
説
や
自
叙
伝
に
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
る
。
そ
の
中
で
玉
の
画
業
と
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
い
。

（
1
）
メ
ッ
シ
ー
ナ
地
震
直
後
の
訪
問
と
作
品

ス
パ
ダ
ー
ロ
は
メ
ッ
シ
ー
ナ
市
立
歴
史
公
文
書
館
に
玉
に
よ
る
メ
ッ
シ
ー
ナ
地
震
直
後
を

題
材
と
す
る
紙
に
水
彩
画
三
点
、《
八
角
形
の
広
場
（Piazza O

ttagona

）》、《
ポ
ス
タ
門
（Portico 

della Posta

）》《
メ
ッ
シ
ー
ナ
門
（Porta M

essina

）》
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
（65）
。
三
点
と
も
画
面
上
に
「El Ragusa

」
の
署
名
と
「1909

」
と
年
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。

木
村
の
自
叙
伝
に
は
「
明
治
四
十
二
年
に
は
メ
ッ
シ
ナ
に
大
地
震
が
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
だ

け
記
さ
れ
て
お
り
（66）
、
玉
が
パ
レ
ル
モ
か
ら
メ
ッ
シ
ー
ナ
を
訪
問
し
た
の
か
否
か
に
つ
い
て

は
不
明
だ
っ
た
。「
回
想
談
」
一
五
二
頁
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
八
年
の
師
走
メ
ッ
シ
ー
ナ
に
大
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
私
は
有
志
の

婦
人
会
を
組
織
し
て
死
傷
者
の
救
護
に
出
掛
け
ま
し
た
。
眼
も
あ
て
ら
れ
ぬ
悲
惨
な
光

景
を
見
ま
し
て
天
災
の
恐
ろ
し
い
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
時
暇
々
に
絵
筆
を
と
っ

て
描
い
た
の
が
こ
の
絵
で
ご
ざ
い
ま
す
（
写
真
参
照
）
（67）
。
レ
ヂ
ー
ナ
・
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ

（
時
の
皇
后
、
現
伊
太
利
国
王
の
聖
母
）
に
拝
謁
を
賜
は
り
ま
し
た
の
も
こ
の
時
で
ご
ざ
い
ま
す
。

メ
ッ
シ
ー
ナ
大
地
震
は
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
一
二
月
二
八
日
未
明
に
発
生
し
、
大
き

な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
玉
は
有
志
の
婦
人
会
を
組
織
し
て
、
恐
ら
く
年
が
明

け
た
一
九
〇
九
年
に
現
地
へ
出
掛
け
、
こ
れ
ら
の
水
彩
画
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
自
叙

伝
に
記
さ
れ
た
「
明
治
四
十
二
年
」
は
木
村
に
よ
る
誤
謬
だ
ろ
う
。

玉
が
大
地
震
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
メ
ッ
シ
ー
ナ
へ
出
掛
け
た
と
い
う
事
実
は
、
玉
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
や
行
動
力
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
惨
状
を
描
き
留
め
た
作
品
は
画

家
と
し
て
の
自
負
心
の
現
れ
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

玉
は
シ
チ
リ
ア
島
内
の
都
市
で
あ
る
エ
ー
リ
チ
ェ
、
ト
ラ
ー
パ
ニ
、
チ
ェ
フ
ァ
ル
ー
、
ま
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た
ロ
ー
マ
や
コ
モ
湖
な
ど
の
風
景
画
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
現
地
に
取
材
し
た
作
品

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
画
家
と
し
て
の
玉
の
考
え

こ
れ
ま
で
玉
が
ど
の
よ
う
な
考
え
の
下
に
制
作
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
全
く
不
明

だ
っ
た
。
小
説
や
自
叙
伝
に
は
玉
の
画
家
と
し
て
の
考
え
、
作
画
に
あ
た
っ
て
の
主
張
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
回
想
談
」
に
は
そ
う
し
た
点
を
示

す
文
章
が
少
な
く
と
も
二
箇
所
あ
る
。

①
「
日
本
人
の
感
覚
を
基
礎
と
し
た
洋
風
の
日
本
画
」

「
回
想
談
」
の
六
八
頁
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

私
は
相
不
変
絵
の
勉
強
を
続
け
て
、
一
生
を
女
画
家
（
え
か
き
）
と
し
て
た
て
や
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
油
絵
具
と
言
ふ
も
の
は
そ
の
頃
一
度
も
手
に
触
れ
た
事
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
水
彩
で
画
法
に
洋
式
を
折
衷
し
て
ゐ
ま
し
た
。
日
本
人
の
感
覚
を

基
礎
と
し
た
洋
風
の
日
本
画
と
い
ふ
実
に
面
倒
く
さ
い
主
張
で
す
が
、
こ
れ
が
そ
の
頃

か
ら
今
に
至
る
ま
で
の
私
の
イ
ズ
ム
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
段
に
は
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
が
玉
の
像
を
制
作
し
た
話
題
が
あ
り
、
そ
の
当
時
の
こ
と

と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
年
）
頃
の
こ
と
で
、
玉
が
「
女
画
家

（
え
か
き
）」
と
し
て
一
生
を
費
や
す
決
意
を
し
て
い
た
こ
と
が
回
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
時
は
油
絵
具
に
触
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
こ
と
、
水
彩
で
描
く
画
法
に
西
洋
風
の
方
法
を

折
衷
し
な
が
ら
描
い
て
い
た
こ
と
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。《
古
器
物
写
生
画
》
は
そ
う
し
た
作

品
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
日
本
人
の
感
覚
を
基
礎
と
し
た
洋
風
の
日
本
画
」
と
い
う
表
現
は
、
玉
の
作
品
の
本
質
を

突
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
回
想
の
中
で
の
言
葉
な
の
で
、
画
家
と
し
て
生
き
る

こ
と
を
決
意
し
た
当
時
の
意
識
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
保
留
を
要
す
る
も
の
の
、
イ

タ
リ
ア
へ
渡
っ
て
か
ら
の
玉
の
作
品
群
を
考
察
す
る
際
、
大
い
に
参
照
す
る
に
値
す
る
言
葉

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

木
村
毅
が
初
め
て
見
た
玉
の
作
品
は
《
宵
》
と
題
す
る
絵
の
写
真
で
、
そ
の
時
の
感
慨
を

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（68）
。

題
に
示
さ
れ
た
通
り
夏
の
夕
方
の
海
辺
、
し
か
も
日
本
の
景
色
で
、
中
央
に
は
浴
衣

を
着
た
若
い
女
が
片
手
に
裾
を
つ
ま
み
、
片
手
で
菅
の
団
扇
を
持
っ
て
立
っ
て
ゐ
る
。
細

面
な
の
に
眼
だ
け
が
不
釣
合
に
大
き
く
、
そ
し
て
髪
に
オ
ペ
ラ
役
者
に
扮
し
た
い
は
ゆ

る
「
日
本
ム
ス
メ
」
の
や
う
な
華
美
な
花
簪
を
か
ざ
し
た
具
合
は
、
ど
う
し
て
も
西
洋

人
の
か
い
た
画
と
し
か
思
は
れ
な
か
っ
た
。
が
、
叢
を
隔
て
ゝ
背
後
の
丘
に
、
影
の
や

う
に
浮
き
出
さ
せ
た
数
人
の
少
女
の
群
れ
の
姿
態
に
は
、
ど
う
し
て
も
日
本
人
の
筆
に

な
っ
た
に
違
ひ
な
い
、
慎
ま
し
い
艶
め
か
し
さ
が
あ
っ
た
。

云
は
ゞ
そ
れ
は
西
洋
人
と
日
本
人
の
魂
と
技
巧
の
奇
怪
な
融
合
し
合
っ
た
画
で
あ
っ

た
。
私
は
注
意
し
て
署
名
を
見
た
。O

tam
a Ragusa

と
あ
っ
た
。

写
真
に
写
さ
れ
て
い
た
作
品
は
、
現
在
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
所
蔵
の《
宵
（
風
景
）》（69）

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
画
面
左
側
か
ら
右
奥
へ
広
が
る
海
は
刻
一
刻
と
夕
焼
け
に
染
ま

り
つ
つ
あ
る
。
海
辺
に
立
つ
女
性
は
青
い
薄
物
の
着
物
（70）
に
黒
帯
を
し
、
右
手
に
菅
の
団
扇

を
も
ち
、
左
手
は
着
物
の
裾
を
持
ち
上
げ
て
い
る
。
髪
に
は
大
ぶ
り
の
青
い
花
の
簪
を
左
右

に
さ
し
、
青
白
い
顔
に
大
き
な
黒
い
目
が
特
徴
的
で
あ
る
。
上
半
身
を
左
へ
ひ
ね
っ
て
、
下

方
の
植
物
に
視
線
を
投
げ
て
い
る
。
画
面
右
奥
に
は
影
の
よ
う
に
描
か
れ
た
女
性
の
群
れ
が

あ
り
、
そ
の
中
の
海
側
に
近
い
人
物
は
傘
を
さ
し
て
い
る
。
木
村
が
見
た
写
真
の
作
品
と
同

定
で
き
る
だ
ろ
う
。

木
村
は
「
そ
れ
は
西
洋
人
と
日
本
人
の
魂
と
技
巧
の
奇
怪
な
融
合
し
合
っ
た
画
」
と
記
し

て
い
る
。
こ
れ
は
玉
の
「
日
本
人
の
感
覚
を
基
礎
と
し
た
洋
風
の
日
本
画
」
を
制
作
す
る
と

い
う
考
え
を
反
映
さ
せ
た
文
言
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
玉
が
直
接
話
し
た
言
葉
と

し
て
示
さ
れ
て
い
た
ら
、
玉
の
作
品
を
検
討
す
る
際
に
参
照
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

②
「
日
本
の
追
憶
を
表
す
事
」

「
回
想
談
」
の
一
三
四
頁
か
ら
一
三
六
頁
に
は
以
下
が
記
さ
れ
て
い
る
。

父
や
母
が
死
ん
で
か
ら
急
に
私
は
強
い
郷
愁
を
知
り
ま
し
た
。
両
親
共
が
私
の
身
の

上
を
心
配
し
な
が
ら
、
私
の
帰
り
を
待
ち
焦
れ
て
死
ん
だ
の
だ
と
思
ふ
と
、
今
さ
ら
不

孝
な
子
供
で
あ
っ
た
と
い
ふ
慚
愧
と
悔
恨
の
情
が
燃
え
上
っ
て
、
矢
鱈
に
日
本
が
恋
し

く
な
り
ま
し
た
。
涙
に
暮
れ
、
涙
に
明
け
る
生
活
が
小
半
年
も
続
き
ま
し
た
が
、
そ
う

34

研究論文［イタリアにおけるラグーザ・玉再考 ― 池田記念美術館所蔵「木村毅旧蔵ラグーザ・玉関係資料」の小野七郎の書簡及び『お玉夫人回想談』から ― ］河上 眞理

京都芸術大学 紀要「Genesis 25」



い
ふ
時
の
せ
め
て
も
の
心
の
慰
安
は
絵
筆
を
以
て
、
日
本
の
追
憶
を
表
す
事
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
十
年
も
日
本
か
ら
離
れ
切
り
に
離
れ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
想
像
は
所
謂
、
想
像

に
走
っ
て
、
実
在
よ
り
も
余
程
変
な
物
に
な
っ
て
仕
舞
っ
た
で
せ
う
が
、
そ
の
時
分
の

私
の
作
品
が
『
向
島
の
春
』『
蛍
狩
』『
春
』『
潮
干
狩
』
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
時
分

か
ら
私
の
絵
は
方
々
の
展
覧
会
や
、
サ
ロ
ン
に
当
選
し
始
め
ま
し
た
。
何
時
、
何
の
会

で
入
選
し
た
と
か
、
賞
牌
を
得
た
と
か
言
ふ
の
は
余
り
数
が
多
く
て
記
え
て
ゐ
ま
せ
ん
。

『
お
玉
夫
人
回
想
談
』
冒
頭
の
「
雑
記
」
か
ら
、
玉
の
父
定
吉
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）

二
月
一
日
に
、
母
兼
は
（
一
九
二
〇
年
）
大
正
九
年
二
月
二
〇
日
に
逝
去
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
両
親
の
死
に
よ
っ
て
玉
が
日
本
を
追
憶
し
、
日
本
的
な
画
題
の
作
品
を
描
い
た
こ
と
が

は
っ
き
り
と
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
離
れ
て
十
年
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
三
十
年
以
上

も
経
た
頃
に
パ
レ
ル
モ
に
お
い
て
日
本
的
な
画
題
を
描
く
と
す
れ
ば
、
当
然
「
実
在
よ
り
も

余
程
変
な
物
に
な
っ
て
仕
舞
っ
た
」
だ
ろ
う
こ
と
を
、
玉
も
自
覚
し
な
が
ら
描
い
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

列
挙
さ
れ
た
『
向
島
の
春
』『
蛍
狩
』『
春
』『
潮
干
狩
』
の
う
ち
、
恐
ら
く
《
春
》
は
現
在

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
所
蔵
だ
ろ
う
（71）
。《
潮
干
狩
》
に
つ
い
て
は
同
種
の
作
品
が
イ
タ

リ
ア
に
二
点
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
で
あ
る
（72）
。
玉
は
自
作
品
の
複
製
、
あ
る
い
は

多
少
の
変
更
を
加
え
た
作
品
を
描
く
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
制
作
年
代
の
同
定
を
困
難
に
し

て
い
る
。《
宵
（
風
景
）》
と
類
似
の
作
品
も
存
在
す
る
。
パ
レ
ル
モ
市
立
近
代
美
術
館
所
蔵
の

《
日
本
の
風
景
（Paesaggio giapponese

）》
（73）
は
、
大
き
く
は
構
図
を
左
右
反
転
さ
せ
た
も
の
で
、

高
台
の
際
に
あ
る
数
本
の
桜
は
満
開
で
あ
る
。
樹
の
下
に
青
い
衿
を
見
せ
、
橙
色
の
薄
物
の

着
物
に
ト
ル
コ
ブ
ル
ー
の
帯
を
締
め
た
女
性
が
立
っ
て
い
る
。
左
手
で
手
折
っ
た
桜
の
枝
を

抱
え
る
よ
う
に
持
ち
、
右
の
人
差
し
指
と
中
指
を
顎
に
当
て
、
首
を
右
に
ひ
ね
っ
て
遠
く
を

見
つ
め
て
い
る
。
彼
女
の
左
手
下
に
は
花
束
を
持
ち
青
い
ド
レ
ス
を
着
た
女
性
た
ち
が
や
は

り
影
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

児
島
は
《
宵
（
風
景
）》
を
は
じ
め
「
日
本
的
」
な
画
題
の
制
作
経
緯
を
巡
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
描
か
れ
た
か
は
不
明
と
し
つ
つ
も
、「
パ
レ
ル
モ
で
玉
の
作
品
の
需
要
が
あ
っ
た

の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
う
し
た
注
文
主
が
「
日
本
的
」
な
主
題
を
好
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
玉

が
こ
う
し
た
作
風
に
な
っ
て
い
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
（74）
。
確
か

に
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
に
比
べ
れ
ば
後
咲
き
だ
が
、
パ
レ
ル
モ
に
お
い
て
は
玉
の
存
在
も
あ
っ

て
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
波
が
あ
っ
た
こ
と
が
近
年
の
イ
タ
リ
ア
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
（75）
。
し
か
し
、「
日
本
美
術
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
造
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い

て
、
新
し
い
視
覚
表
現
を
追
求
」
（76）
す
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
、
日
本
人
で
あ
る
玉
が
進
ん
で

取
り
入
れ
た
と
理
解
す
る
の
は
早
計
だ
ろ
う
。

「
回
想
談
」
か
ら
、
玉
は
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
に
住
ま
う
画
家
と
し
て
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
を
取
り
入
れ
た
わ
け
で
な
く
、「
日
本
的
」
な
画
題
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

両
親
の
死
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
日
本
へ
の
追
憶
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
玉
の
「
日
本
的
」
な
画
題
の
作
品
は
、
遅
ま
き
な
が
ら
パ
レ
ル
モ
に
お
い
て
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
時
流
に
図
ら
ず
も
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
な
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
玉
本
人
が
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
玉
が
目
指
し
て
い
た
の
は
「
日
本
人
の
感
覚

を
基
礎
と
し
た
洋
風
の
日
本
画
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
「
日
本
的
」
な
画
題
の
作
品
を

描
く
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
新
聞
、
池
田
記
念
美
術
館
所
蔵
の
「
木
村

毅
旧
蔵
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
関
係
資
料
」
中
の
小
野
七
郎
の
書
簡
及
び
「
回
相
談
」
か
ら
、
イ
タ

リ
ア
時
代
の
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
を
再
検
討
し
た
。

小
野
が
玉
の
「
回
相
談
」
を
筆
記
し
た
時
に
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
、
そ
の
「
回
相
談
」
を

元
に
木
村
が
小
説
を
著
し
た
際
に
も
取
捨
選
択
や
「
実
話
小
説
」
と
い
う
考
え
の
下
、
さ
ら

な
る
変
容
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

画
家
と
し
て
の
玉
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
メ
ッ
シ
ー
ナ
大
地
震
直
後
の
現
地
を
訪
れ
、
そ

の
状
況
を
描
い
た
作
品
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
玉
が
描
い
た
シ
チ
リ
ア
島

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
や
イ
タ
リ
ア
各
地
の
風
景
画
は
、
現
地
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
玉
の
制
作
に
お
け
る
考
え
の
一
端
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
数
多
く
手
掛
け
た
「
日
本
的
」
な
画
題
の
作
品
は
、
玉
が
「
日
本
人
の

感
覚
を
基
礎
と
し
た
洋
風
の
日
本
画
」
を
目
指
し
て
い
た
た
め
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
両
親

の
死
に
よ
っ
て
「
日
本
の
追
憶
を
表
」
し
た
作
品
が
多
数
制
作
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は

結
果
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
時
流
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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［
資
料
］「
小
野
七
郎
発
木
村
毅
宛
て
書
簡
」
翻
刻

1木
村
毅
様

そ
の
後
御
無
沙
汰
ば
か
り
致
し
て
ゐ
ま
す
。
失
礼
幾
重
事
御
許
し
下
さ
い
。『
お
玉
ラ
グ
ー

サ
』
婦
人
訪
問
調
査
材
料
を
昨
日
発
送
致
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
ま
だ
写
真
が
八
枚
パ
レ
ル

モ
の
写
真
屋
か
ら
送
っ
て
来
る
事
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
。
実
は
そ
の
到
着
を
昨
日
ま
で
待
っ
て

ゐ
た
の
で
す
が
一
昨
夜
パ
レ
ル
モ
か
ら
お
玉
さ
ん
の
手
紙
が
参
り
ま
し
て
。

「
あ
れ
か
ら
二
三
日
し
て
病
気
に
な
り
、
歯
痛
が
し
、
頬
が
膨
れ
て
写
真
屋
に
未
だ
行
き
ま

せ
ん
。
他
の
御
言
付
の
写
真
は
全
部
出
来
上
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
三
四
日
し
て
私
の
写
真
が
出

来
て
か
ら
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
」
と
言
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
待
っ
て
ゐ
て
は
い
つ

ま
で
も
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
新
聞
社
の
方
に
遅
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
ひ
、
皆
々
様
が
と

も
か
く
御
心
配
な
さ
っ
て
ゐ
ら
し
ゃ
る
だ
ら
う
と
存
じ
ま
し
て
、
一
先
、
原
稿
と
、
調
査
材

料
を
（
写
真
八
枚
未
送
）
を
御
送
り
致
し
ま
す
。
原
稿
は
貴
方
の
仰
せ
と
少
し
違
ひ
ま
す
が
、
全

部
お
玉
さ
ん
の
口
話
を
速
記
体
の
文
に
し
た
、
な
ぐ
り
書
き
で
す
。
推
敲
も
、
何
も
し
て
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
く
ま
で
お
玉
さ
ん
の
言
葉
を
尊
重
し
て
、
そ
れ
を
出
来
る
丈
正
直
に
書
い

て
置
き
ま
し
た
。
ど
な
た
が
御
執
筆
に
な
る
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
原
稿
が
お
た
め
に
な

れ
ば
幸
甚
で
す
し
、
又
私
の
義
務
と
責
任
が
完
了
さ
れ
ま
す
。
材
料
が
希
薄
か
と
も
疑
念
し

て
ゐ
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
や
っ
て
見
て
こ
れ
丈
し
か
材
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
っ
て
も
そ

れ
は
日
本
及
び
日
本
人
に
い
さ
さ
か
の
興
味
も
な
い
、
伊
太
利
の
雑
感
が
多
く
て
、
そ
の
取

捨
が
困
り
ま
し
た
が
、
と
も
か
く
日
本
に
関
す
る
も
の
だ
け
を
選
び
ま
し
た
。

2
こ
の
第
一
回
の
試
験
に
対
す
る
厳
正
な
御
批
評
を
賜
は
り
た
う
存
じ
ま
す
。
新
妻
様
に
も

貴
方
か
ら
お
願
ひ
し
て
見
て
下
さ
い
。
私
の
将
来
の
た
め
に
き
び
し
い
御
叱
責
と
御
鞭
撻
を

頂
か
し
て
下
さ
い
。

原
稿
の
方
に
は
か
い
て
お
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
玉
さ
ん
は
最
初
と
て
も
頑
固
で
、
日

本
人
の
私
に
何
も
話
を
し
て
呉
れ
さ
う
に
な
か
っ
た
の
で
す
。
ロ
ー
マ
か
ら
前
に
打
合
は
せ

を
し
た
時
に
は
喜
ん
で
承
諾
し
た
も
の
の
、
さ
て
日
本
人
の
顔
を
見
る
と
何
か
癪
に
で
も
さ

は
っ
た
の
で
せ
う
。
そ
の
原
因
は
原
稿
の
終
わ
り
に
近
く
一
寸
書
い
て
お
き
ま
し
た
「A

ndate 
via

帰
へ
れ
ッ
」
事
件
で
す
。
そ
れ
で
実
は
初
め
の
二
三
日
は
悲
観
し
て
、
ど
う
な
る
の
か
と

思
ひ
ま
し
た
。
貴
方
や
新
妻
様
の
御
過
遇
に
対
し
て
も
何
と
か
一
口
心
を
割
っ
た
話
材
を
採

ら
ね
ば
、
決
し
て
パ
レ
ル
モ
を
引
き
揚
ぐ
ま
い
と
ね
ば
り
強
く
お
玉
さ
ん
を
叩
い
て
ゐ
ま
し

た
ら
、
三
日
四
日
目
か
ら
や
っ
と
私
や
新
聞
社
の
気
持
が
解
っ
た
の
か
、
根
気
ま
け
が
し
た

の
か
、
そ
ろ
そ
ろ
身
の
上
話
を
始
め
た
り
、
即
興
じ
た
り
、
写
真
の
古
い
の
を
も
っ
て
来
て

呉
れ
た
り
、
写
真
を
う
つ
す
た
め
に
逸
散
し
た
作
品
を
集
め
て
く
れ
た
り
や
っ
と
、
ど
う
や

ら
私
の
つ
と
め
が
は
た
せ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
一
行
空
き
）

同
封
い
た
し
ま
し
た
も
の
は
、
玉
女
の
筆
談
と
カ
ッ
ト
と
、
古
い
圧
し
花
で
す
。
写
真
と

一
緒
に
同
封
し
て
紛
れ
る
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
手
紙
と
一
緒
に
入
れ
ま
す
。
カ
ッ
ト

は
今
か
ら
三
十
年
程
前
、『
シ
シ
リ
ー
新
聞
』
の
嘱
に
応
じ
て
『
煙
と
恋
』
の
出
題
の
も
と
に

か
い
た
も
の
で
す
。

3「
こ
の
カ
ッ
ト
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
寓
意
的
な
も
の
だ
か
ら
、
説
明
は
そ
の
お
つ
も
り
で
」
と

お
玉
さ
ん
が
申
し
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
に
適
当
な
文
学
形
式
は
日
本
で
は
川
柳
よ
り
他
に
は

な
い
と
存
じ
ま
し
て
、『
川
柳
名
句
集
』
の
中
か
ら
、
お
こ
が
ま
し
く
も
自
選
し
ま
し
た
が
、

そ
ち
ら
で
何
か
よ
い
思
ひ
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
卒
御
改
め
下
さ
い
。

（
希
臘
説
話
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
と
プ
シ
ー
ケ
の
恋
）

1
．
と
も
す
程
、
恋
路
の
闇
は
暗
く
な
り
（
古
川
柳
）

2
．
勝
い
く
さ
、
そ
の
度た
び

王
の
鼻
下
が
伸
び

3
．
俺
の
嬶
、
い
や
俺
の
嬶
、
さ
ッ
と
抜
ぎ

4
．
朝
が
へ
り
命
に
別
條
な
い
ば
か
り
（
古
川
柳
）

5
．
下
女
の
恋
日
に
三
度
づ
ゝ
実
を
見
せ
（
古
川
柳
）

6
．
硯
よ
り
他
に
知し
り
て人
の
な
い
病
気
（
古
川
柳
）

7
．
口
説
か
れ
て
あ
た
り
を
見
る
は
承
知
な
り
（
古
川
柳
）

古
い
花
瓣
は
拙
稿
中
に
も
書
い
て
置
き
ま
し
た
が
、

『
…
そ
の
後
ラ
グ
ー
サ
は
度
々
私
の
家
へ
遊
び
に
参
り
ま
し
た
。
あ
る
時
は
珍
し
い
西
洋
花

を
、
時
に
は
西
洋
の
人
形
だ
の
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。
― 

私
の
家
に
ど
の
花
園
よ
り
先
に
西

洋
花
が
培
植
さ
れ
た
の
は
、
ラ
グ
ー
サ
が
種
子
を
持
っ
て
来
た
か
ら
で
す
…
』
こ
れ
は
ラ
グ
ー

サ
が
最
初
に
持
っ
て
来
て
く
れ
た
花
（
三
色
菫
？
）
だ
さ
う
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
察
し
ま
す

と
、
お
玉
さ
ん
は
そ
の
頃
か
ら
ラ
グ
ー
サ
が
好
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。
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註（1） 

作
品
の
署
名
に
「
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
」
と
記
さ
れ
た
も
の
は
皆
無
だ
が
、
本
稿
で
は
こ
の

名
称
を
使
用
す
る
。
ま
たRagusa

の
日
本
語
表
記
に
つ
い
て
も
「
ラ
グ
ー
サ
」
と
「
ラ

グ
ー
ザ
」
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
親
し
ま
れ
て
き
た
後
者
を
使
用
す
る
。

（2） 

木
村
毅
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
』
千
倉
書
房
、
一
九
三
一
年
、
木
村
毅
編
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉

自
叙
伝
』
改
造
社
、
一
九
三
九
年
、
木
村
毅
編
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
自
叙
伝
』
恒
文
社
、
一

九
八
〇
年
。
本
稿
で
は
恒
文
社
版
を
使
用
す
る
。

（3） 

加
地
悦
子
『
ラ
グ
ー
ザ･

玉　

女
流
洋
画
第
一
号
の
生
涯
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一

九
八
四
年
。

（4） 

児
島
薫
「
研
究
報
告
４
．
畑
正
吉
と
清
原
玉
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ー
ス
と
の
交
友
を
物

語
る
作
品
に
つ
い
て
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
感
報
』
一
三
、
二
〇
一
六
年　

四
八
頁
。
論
文
中
に
お
い
て
既
往
研
究
が
簡
潔
に
纏
め
ら
れ
、
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
研
究
に

お
け
る
問
題
点
も
提
起
し
て
い
る
。

（5） 

竹
山
博
英
「
パ
レ
ル
モ
の
ラ
グ
ー
サ
・
玉
」『
シ
チ
リ
ア
の
春　

世
紀
末
の
文
化
と
社

会
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、
一
九
一-
二
五
五
頁
。

（6） 

早
川
義
郎
『
ラ
グ
ー
ザ
玉
伝
を
検
証
す
る
』
え
あ
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（7） 

森
川
緑
「
検
証　

女
性
洋
画
家
ラ
グ
ー
ザ
玉 

― 

作
ら
れ
た
虚
像
に
迫
る
」『
文
化
学
研

究
』
二
〇
〇
三
年
、
一
八
四-

一
九
六
頁
。

（8） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

一
二
九
頁
。

（9） 

大
内
紀
彦
「
ラ
グ
ー
ザ･

玉
の
発
見
と
日
本
へ
の
帰
国
：
下
井
春
吉
家
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
」『
イ
タ
リ
ア
図
書
』
イ
タ
リ
ア
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
九-
一
八
頁
。

（10） 
M

aria A
ntonietta Spadaro, O

’T
am

a e V
incenzo R

agusa. E
chi di G

iappone 
in Italia, K

alòs, 2008, p. 31-34. 

二
〇
二
一
年
二
月
二
八
日
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
二

〇
二
〇
年
度
明
治
美
術
学
会
第
四
回
例
会
、
河
上
眞
理
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ラ
グ
ー

ザ
・
玉
再
考
」
に
お
い
て
、
紙
に
水
彩
で
描
か
れ
、
紙
の
包
み
に
《
パ
レ
ル
モ
風
景
》

一
八
八
九
年
と
記
さ
れ
た
個
人
蔵
作
品
（
日
本
）
が
現
存
す
る
こ
と
を
言
及
し
た
。

（11） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

二
六
〇
頁
。
一
九
三
一
年
の
展
覧
会
名
、
展
覧
会
図
録
の
有
無

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（12） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

二
〇
四
頁
。

（13） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

一
九
九
頁
。

（14） 

『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
夫
人
絵
画
展
覧
会
』
銀
座
伊
東
屋
、
一
九
三
三
年
。

（15） 

『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
夫
人
遺
作
展
覧
会
』
東
京
日
本
橋
高
島
屋
、
一
九
三
九
年
。

（16） 
M

aria A
ntonietta Spadaro, a cura di, O

’T
am

a e V
incenzo R

agusa. U
n 

ponte tra T
okyo e Palerm

o, Fondazione Sant’Elia, 2017, p. 396.

（17） 

『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
展 

― 

近
代
日
本
美
術
の
源
流
を
探
る 

―
』
丸
の
内
画
廊
、
一
九
八
三

年
。

（18） 

岩
崎
吉
一
監
修
『
ラ
グ
ー
ザ
玉
展
』
東
京
新
聞
、
一
九
八
六
年
。

（19） 

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
池
田
記
念
美
術
館
高
橋
良
一
館
長
談
。

（20） 

主
要
な
も
の
と
し
て
、Fabio O

liveri, O
T

am
a K

iyohara dal Sol Levante all’Iso-
la del sole. U

na pittrice giapponese in Sicilia dal 1882 al 1933, K
rea, 

2003; V
incenzo Crisafulli, a cura di, 1884. V

incenzo R
agusa e l’Istituto 

d’A
rte di Palerm

o, K
alòs, 2004; V

incenzo Crisafulli, Loretta Paderni e 
M

aurizio Riotto, a cura di, La collezione dipinta, K
iyohara T

am
a La col-

lezione dipinta, Sellerio 2009.

（21） 
M

aria A
ntonietta Spadaro, a cura di, op. cit..

（22） 
Carm

elo Bajam
onte e M

aria A
ntonietta Spadaro, a cura di, L’utopia del 

G
iappone in O

ccidente. Studi sul G
iapponism

o, Fondazione Federico II, 
2019.

（23） 
A

A
. V

V
. O

’T
am

a. M
igrazione di stili, Fondazione Federico II, 2019.

（24） 
V

incenzo Crisafulli, a cura di, op. cit..

（25） 

隈
元
謙
次
郎
『
明
治
初
期
伊
太
利
亜
美
術
家
の
研
究
』
三
省
堂
、
一
九
四
〇
年
、
一
〇

一-

一
〇
二
頁
。
木
村
毅
編　

前
掲
書　

二
一
七-

二
一
九
頁
も
参
照
。
尚
、
三
名
の
契

約
書
の
写
し
は
池
田
記
念
美
術
館
所
蔵
「
木
村
毅
旧
蔵
ラ
グ
ー
ザ
・
玉
関
係
資
料
中
に

あ
る
。

（26） 
Rossella Sinagra, Salvatore Lo Forte nell’O

ttocento siciliano. Catalogo dei 
dipinti e dei disegni, Edizioni Scientifiche Italiane, 1998. 

パ
レ
ル
モ
に
お
け
る

美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
美
術
学
校
に
関
し
て
は
、Filippo M

eli, La R
egia A

cca-
dem

ia di Belle A
rti di Palerm

o, Felice Le M
onnier, 1941.

（27） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

六
一
頁
及
び
一
〇
三
頁
。

（28） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

三
二
頁
。

（29） 
V

incenzo Crisafulli, Loretta Paderni e M
aurizio Riotto, a cura di, op. cit..

（30） 
A

rte ed A
rtisti, G

iornale di Sicilia, 11 m
aggio 1883. “La giovane artista 
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（46） 

同
右
。

（47） 

木
村
毅
編
、『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
自
叙
伝
』
恒
光
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
〇
三
頁
。

（48） 

児
島
薫　

前
掲
論
文　

四
七
頁
。
畑
正
吉
「
洋
風
彫
刻
の
開
祖
ラ
グ
ー
サ
氏
を
訪

ふ 

― （
シ
チ
リ
ー
島
パ
レ
ル
モ
に
て
） 

―
」『
中
央
美
術
』
八
巻
九
号
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
、

一
七
七-

一
七
九
頁
。

（49） 

大
内
紀
彦　

前
掲
論
文　

一
〇-

一
一
頁
。

（50） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

二
〇
三
頁
。

（51） 

同
右
。

（52） 

木
村
毅　

前
掲
書　

一
六-

一
七
頁
。

（53） 

木
村
毅　

前
掲
書　

一
五
頁
。「
マ
リ
ネ
ッ
チ
」
は
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
マ
リ

ネ
ッ
テ
ィ(Filippo T

om
m

aso M
arinetti, 1876-1944)

だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際

に
小
野
が
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
に
師
事
し
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
。

（54） 

大
内
紀
彦　

前
掲
論
文　

九-

一
八
頁
。

（55） 

小
野
紀
美
子
「
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
さ
ん
と
私
」『
労
働
レ
ー
ダ
ー
』
一
一
月
号
、
労
働
問
題

研
究
会
議
、
一
九
八
六
年
、
五
八
頁
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
た
時
の
肩
書
き
は
「
社

会
民
主
連
合
婦
人
局
長
」。
小
野
は
作
家
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
っ
た
。
一
九
七
六
年
、

『
オ
ー
ル
讀
物
』（
株
式
会
社
文
藝
春
秋
）
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
喪
服
の
ノ
ン
ナ
』
で
第

四
八
回
オ
ー
ル
讀
物
新
人
賞
受
賞
。
一
九
七
九
年
毎
日
新
聞
社
か
ら
『
十
三
歳
の
出
発
』

を
刊
行
。
小
野
紀
美
子
及
び
小
野
き
み
子
の
名
前
で
東
京
都
新
宿
区
区
議
と
し
て
二
〇

〇
七
年
第
一
六
期
ま
で
に
五
期
当
選
し
て
い
る
。『
新
宿
区
議
会
一
〇
年
の
軌
跡
：
新
宿

区
議
会
資
料
（
平
成
一
九
年
〜
平
成
二
九
年
）』
新
宿
区
議
会
、
二
〇
一
八
年
、
一
三
頁
。

（56） 

大
内
紀
彦　

前
掲
論
文　

一
一
頁
。

（57） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

二
〇
四
頁
。
引
用
中
の
「
大
毎
」
と
は
大
阪
毎
日
新
聞
。

（58） 

大
内
紀
彦　

前
掲
論
文　

一
一
頁
。

（59） 

小
野
紀
美
子　

前
掲
論
文　

五
八
頁
。
小
野
七
郎
と
桃
代
の
間
に
は
息
子
の
満
春
も
い

た
。
満
春
の
著
作
に
以
下
が
あ
る
。
小
野
満
春
『
僕
の
欧
米
日
記
』
世
界
文
庫
、
一
九

四
七
年
。

（60） 
木
村
毅
編　

前
掲
書　

一
六
九
頁
。

（61） 
大
内
紀
彦　

前
掲
論
文　

一
三
頁
。

（62） 

竹
山
博
英　

前
掲
書　

一
九
八
頁
。

（63） 

木
村
毅
編　

前
掲
書　

八
六-

八
七
頁
。

O
’T

am
a ha dipinto ad acquarello, in una grande tela, un episodio della 

creazione, la venuta dell’uom
o sulla terra, secondo la tradizione giap-

ponese.” / “D
a quest’uom

o discende in linea retta il M
ikado (l’im

pera-
tore)”.

（31） 
パ
レ
ル
モ
で
近
年
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
は
、
絹
地
に
油
彩
で
花
や
プ
ッ
ト
ー
が
描
か

れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。M

aria A
ntonietta Spadaro, a cura di, op. cit., 

pp. 284-287.

（32） 
G

iornale di Sicilia, op. cit., “E’ notevole che questo quadro e stato fatto in 
pochi giorni, e senza alcuna velleità o pretensione, essendo sem

plice-
m

ente una tendina da finestra; ci auguriam
o però che il com

m
ittente, ap-

prezzandolo, abbia il buon senso di destinarlo ad un uso più conveniente.”

（33） 
G

iornale di Sicilia, op. cit., “D
i fronte a tanti pregi si potrà osservare che 

il colore lascia a desiderare per taluni toni fiacchi e per una certa 
m

onotonia di m
ezze tinte; ciò è vero, m

a vuolsi riflettere alla diffi
coltà del 

soggetto e dei m
ezzi e vuolsi anche più considerare che quella giovane 

valorosa m
anca di scuola e procede per tentativi che le addita l’istituto, e 

disegna e dipinge sol perché ha anim
a di artista.”

（34） 

木
村
毅　

前
掲
書　

二
八
七

−

三
〇
〇
頁
。

（35） 

同
右　

三
〇
〇-

三
〇
六
頁
。

（36） 

同
右　

三
〇
七-

三
二
一
頁
。

（37） 

同
右　

三
二
二-

三
三
四
頁
。

（38） 

同
右　

三
三
五-

三
四
七
頁
。

（39） 

新
村
出
「
ラ
グ
ー
ザ
お
玉　

木
村
毅
氏
の
事
実
小
説
」『
典
籍
雑
考
』
一
九
四
四
年
、
二

〇
九-

二
一
〇
頁
。
初
出
は
『
時
事
新
報
』
一
九
三
一
年
六
月
七
日
。

（40） 

木
村
毅　

前
掲
書　

三
〇
八
頁
。

（41） 

青
木
茂
「
木
村
荘
八
の
挿
絵
か
ら
」『
彷
書
月
刊
』
二
月
号
（
特
集
、
お
玉
の
イ
ー
ゼ
ル
）
二

〇
〇
五
年
、
六
頁
。

（42） 

木
村
毅　

前
掲
書　

一-

四
頁
。

（43） 

岩
崎
吉
一
監
修　

前
掲
書　

五
五
頁　

図
四
七
《
宵
（
風
景
）》。

（44） 

木
村
毅　

前
掲
書　

四-

五
頁
。

（45） 

木
村
毅　

前
掲
書　

一
二
頁
。
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（64） 

注
三
六
参
照
。

（65） 
M

aria A
ntonietta Spadaro, a cura di, op. cit., pp. 34-38. 

現
在
三
点
は
“
ル
ー

チ
ョ
・
バ
ル
ベ
ラ
”
メ
ッ
シ
ー
ナ
市
立
近
現
代
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（66） 
木
村
毅
編　

前
掲
書　

一
五
〇
頁
。

（67） 

文
中
の
写
真
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
同
資
料
中
に
存
在
す
る
。

（68） 

木
村
毅　

前
掲
書　

二-

三
頁
。

（69） 

岩
崎
吉
一
監
修　

前
掲
書　

図
四
七
。

（70） 

木
村
は
浴
衣
と
し
た
が
、
青
い
着
物
の
下
に
は
黄
色
の
衿
が
見
え
て
い
る
た
め
、
着
物

と
見
て
と
る
こ
と
も
で
き
る
。

（71） 

岩
崎
吉
一
監
修　

前
掲
書　

図
三
三
。

（72） 
M

aria A
ntonietta Spadaro, op. cit., p. 38. “La pesca delle ostriche” 

は
ロ
ー

マ
個
人
蔵
。M

aria A
ntonietta Spadaro, a cura di, op. cit., p. 192. “Pesca 

delle conchiglie” 

は
イ
タ
リ
ア
個
人
蔵
。

（73） 
M

aria A
ntonietta Spadaro, op. cit., pp. 212-213.

（74） 

児
島
薫　

前
掲
論
文　

五
一
頁
。

（75） 
Carm

elo Bajam
onte e M

aria A
ntonietta Spadaro, a cura di, op. cit..

（76） 

馬
淵
明
子
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム　

幻
想
の
日
本
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
頁
。

付
記
：
取
り
上
げ
た
著
作
、
資
料
に
お
け
る
旧
字
体
漢
字
は
新
字
体
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
資
料
翻
刻

に
あ
た
り
、
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
。

謝
辞
：
公
益
財
団
法
人
池
田
記
念
ス
ポ
ー
ツ
文
化
財
団
池
田
記
念
美
術
館
の
高
橋
良
一
館
長
、
学
芸
員

の
広
田
か
お
り
さ
ん
の
ご
高
配
を
得
ま
し
た
。
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
丹
尾
安
典
氏
、
実
践
女
子
大
学

教
授
児
島
薫
氏
に
は
貴
重
な
情
報
を
頂
き
ま
し
た
。
本
研
究
は
京
都
芸
術
大
学
二
〇
二
〇
年
度
特
別
制

作
研
究
費
助
成
に
よ
る
「
日
本
人
女
性
画
家
・
教
育
者
の
研
究 

― 

ラ
グ
ー
ザ
玉
を
中
心
に
」
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
す
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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Reconsideration on Tama Ragusa’s Activity in Italy 
- from Ono Shichiro’s letters and ‘Reminiscence of Mrs. O’Tama’ in “Documents on  

Tama Ragusa formerly owned by Kimura Ki” in the Ikeda Art Museum collection

Mari KAWAKAMI-SHIMIZU

This paper focuses on reconsideration on activity of Tama 
Ragusa (1861-1939) in her living days in Italy. Tama Ragusa, 
née Kiyohara, is a female painter from Meiji to Showa era. She 
immigrated to Palermo in Italy on August of 1882 accompany-
ing Vincenzo Ragusa (1841-1927), who was a first teacher of 
sculpture in the National academy of fine arts, Kobu Bijutsu 
Gakko, and she had been active as an educator or a painter in 
Palermo. She got married Vincenzo in 1889 and got a baptis-
mal name ‘Eleonora’. She had lived for 51 years in Palermo, 
then returned to Japan on October of 1933. She had continued 
her painting work until her death in 1939, and held several ex-
hibitions.

There are three biographical publications on Tama, a novel 
‘Ragusa O’Tama’ by Kimura Ki (1931), ‘Autobiography of Ragusa 
O’Tama’ (1933) and revised version of ‘Autobiography of Ragusa 
O’Tama’ (1980). Previous studies on Tama discussed using these 
biographical publications as basic documents. But recently stud-
ies on Tama make advances both in Japan and Italy, so new 
matters have been making clear. This paper discussing unknown 
aspects of Tama’s activity in Italy through study on “Documents 
on Tama Ragusa formerly owned by Kimura Ki” in the Ikeda 
Art Museum collection, especially reading Ono Shichiro’s let-
ters to Kimura Ki and a handwriting document ‘Reminiscence of 
Mrs. O’Tama’ by Ono.
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